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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
十
六
世
紀
末
に
、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
退
会
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
つ
い
て
、
主
に
二
つ
の
退
会
者
名
簿
を
も
と
に
検

討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

従
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
に
お
い
て
は
、
禁
教
後
に
も
信
仰
を
貫
い
た
敬
虔
な
日
本
人
信
徒
や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宣
教
師
た
ち
の
布
教
方

針
や
体
制
等
が
主
要
な
研
究
課
題
と
さ
れ
、
多
く
の
成
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
を

認
め
ら
れ
る
も
の
の
退
会
し
、
棄
教
す
る
に
至
っ
た
、
日
本
人
修
道
士
の
事
跡
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
キ

リ
ス
ト
教
の
御
教
書
で
あ
る
『
妙
貞
問
答
』
を
記
し
た
後
、棄
教
し
、排
耶
書
『
破
提
宇
子
』
を
執
筆
し
た
不
干
ハ
ビ
ア
ン
（
不
干
齊
フ
ァ

ビ
ア
ン
）
に
つ
い
て
の
み
、
比
較
的
多
く
の
研
究
実
績
が
あ
る
が（

1
）
、
そ
れ
で
も
、
彼
の
同
僚
で
あ
っ
た
日
本
人
修
道
士
の
退
会
事
例

1

　
　
　
十
六
世
紀
末
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
修
道
士
の
退
会
事
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
―
二
つ
の
イ
エ
ズ
ス
会
退
会
者
名
簿
を
も
と
に
―

山
　
口
　
昌
　
志



十
六
世
紀
末
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
修
道
士
の
退
会
事
例
に
つ
い
て

　
―
二
つ
の
イ
エ
ズ
ス
会
退
会
者
名
簿
を
も
と
に
―

七
〇
［

　
］
2

と
の
比
較
は
、
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

元
禅
僧
で
あ
っ
た
不
干
ハ
ビ
ア
ン
を
含
め
、
大
多
数
の
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
最
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。
あ
る
時
期
に
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
異
文
化
に
触
れ
、
受
容
し
、
弾
圧
を
含
め
た
何
ら
か
の
要
因
で
最
終
的
に
は
棄
教
し
て
い
っ
た
。

日
本
人
修
道
士
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
で
も
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
を
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
熱
心
な
信
仰
心
を
有
し
て
い
た
者
の
は
ず
だ
が
、

本
稿
で
見
る
よ
う
に
、
少
な
く
な
い
数
の
日
本
人
修
道
士
が
自
ら
退
会
し
た
か
、
退
会
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
動
向
や
退
会
原
因

を
解
明
す
る
こ
と
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
異
文
化
受
容
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
背
教
者
と
し
て
知
ら
れ
る
不
干
ハ
ビ
ア
ン
に
つ
い
て
、
彼
は
自
ら
の
意
志
で
退
会
し
て
い
る
が（

2
）
、
彼
の
棄
教

動
機
は
ま
だ
完
全
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ハ
ビ
ア
ン
の
動
向
を
検
討
す
る
上
で
も
、
他
の
日
本
人
修
道
士
の
退
会
事
例
を
確
認
す

る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
最
盛
期
に
は
三
十
万
人
と
も
、
六
十
万
人
い
た
と
も
い
わ
れ
る
一
般
の
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
も
、
大
半
は
、
キ
リ
ス
ト
教

を
棄
て
た
こ
と
に
な
る
が
、「
伴
天
連
追
放
令
」
等
、
上
か
ら
の
命
令
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ハ
ビ
ア
ン
の
よ
う
な
自
発
的
な
背
教
や
脱
会

の
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
彼
ら
が
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
を
棄
て
る
に
至
っ
た
か
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ど
の
点
を
拒
絶
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
か
と
い
っ
た
棄
教
の
問
題
も
、
退
会
者
の
事
例
か
ら
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
だ
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、ひ
と
ま
ず
、日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
の
棄
教
研
究
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
、キ
リ
シ
タ
ン
聖
職
者
の
退
会
事
例
を
、Ｊ
・
シ
ュ
ッ

テ
編
纂
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
名
簿
と
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ュ
ダ
宮
殿
付
属
の
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
『
ア
ジ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
（Jesuitas�

na�A
sia

）』
の
退
会
者
名
簿
を
訳
出
し
、
他
の
宣
教
師
報
告
と
併
せ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
示
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
史
料
を
主
に
用
い
る
た
め
、
年
数
表
記
に
つ
い
て
は
西
暦
で
統
一
し
、
適
宜
、
和
暦
を
挿
入
す
る
こ
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と
と
す
る
。

　
　

一　
「
日
本
に
お
い
て
会
を
去
っ
た
、
ま
た
は
退
会
を
さ
せ
ら
れ
た
者
」（Jesuitas na Asia

）

　

始
め
に
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ュ
ダ
宮
殿
付
属
の
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
、『
ア
ジ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
（Jesuitas�na�A

sia

）』
の
う
ち
、

イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
退
会
し
た
者
二
十
五
名
に
つ
い
て
の
記
録
を
訳
出
す
る
。
一
五
八
四
年
か
ら
一
五
九
八
年
に
か
け
て
の
退
会
者
二
十
五

名
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
重
要
で
あ
る
。

　

な
お
、『
ア
ジ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
』
全
編
は
、川
崎
桃
太
に
よ
り
、日
本
語
に
よ
る
目
録
と
簡
単
な
内
容
紹
介
が
行
わ
れ
て
お
り（

3
）
、ま
た
、

以
下
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
土
井
忠
生
が
訳
出
し
て
い
る
が（

4
）
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
訳
の
見
直
し
を
行
い
、
改
め
て
訳
出
し
た
。

原
本
は
、
活
字
化
さ
れ
た
も
の
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め（

5
）
、
初
め
に
写
真
版
に
よ
り
翻
刻
し
た
後（

6
）
、
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文

庫
に
収
蔵
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
も
照
合
を
行
っ
た
。
括
弧
書
き
は
、
訳
出
者
が
分
か
る
範
囲
で
追
記
し
た
補
足
で
あ
る
。

　
　
　
　

日
本
に
お
い
て
会
を
去
っ
た
、
ま
た
は
退
会
を
さ
せ
ら
れ
た
者（

7
）

①�

第
一
に
会
か
ら
退
会
さ
せ
た
者
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
道
士
で
、
メ
ル
キ
オ
ー
ル
（
メ
ル
シ
オ
ル
）
師
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら

連
れ
て
こ
ら
れ
た
が
、
支
那
に
お
け
る
商
売
の
た
め
退
会
を
神
父
に
申
し
出
た
た
め
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
と
い
う
名
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
一
五
九
四
年
に
退
会
処
分
と
し
た
。

②�

二
番
目
の
男
は
キ
ヨ
タ
の
シ
モ
ン
と
い
う
日
本
人
で
、
巡
察
使
神
父
が
豊
後
に
新
し
い
地
区
カ
ー
サ
を
設
け
た
際
、
受
け
入
れ
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ら
れ
た
が
夜
間
に
逃
亡
し
た
。
そ
こ
に
あ
る
こ
と
二
日
か
三
日
で
、
一
五
八
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。

③�

三
番
目
の
男
は
ペ
ド
ロ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
い
う
名
で
、
長
崎
に
お
い
て
、
無
益
（innutil

）
の
た
め
に
、
同
年
。

④�

四
番
目
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
メ
ル
キ
オ
ー
ル
・
カ
ル
ネ
イ
ロ
で
、
ま
っ
た
く
頭
が
お
か
し
く
な
り
、
最
初
の
修
練
院
に
お
い
て
、

ゆ
る
し
の
秘
蹟
を
受
け
た（

8
）
。

⑤�

五
番
目
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
修
道
士
ペ
ロ
（
ペ
ド
ロ
）・
カ
ラ
ス
コ
で
、
無
益
の
た
め
。
さ
ら
に
ま
た
、
試
問
の
際
に
癩
（
レ
プ
ラ�

ス
）
に
罹
患
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
。

⑥�

六
番
目
、
日
本
人
メ
ル
キ
オ
ー
ル
。
伊
予
地
方
出
身
で
、
マ
ノ
エ
ル
の
息
子
。
都
で
キ
リ
ス
ト
教
（
教
理
学
習
か
）
第
一
級
に

記
録
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
の
日
本
人
退
会
者
を
圧
倒
し
、
そ
の
後
、
三
か
四
ヶ
月
後
の
夜
、
一
五
八
五
年
に
、
あ
わ
れ
に
も
天

草
に
お
い
て
殺
害
さ
れ
、
告
白
で
き
な
か
っ
た
。

⑦�

修
道
士
シ
モ
ン
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス
。
府
内
コ
レ
ジ
オ
に
在
籍
し
て
い
た
が
一
五
八
五
年
に
退
会
処
分
。

⑧�

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
ガ
ス
オ
パ
ル
・
マ
ル
テ
ィ
ニ
。
イ
ン
ド
に
送
ら
れ
、
退
会
処
分
。

⑨�

修
道
士
ド
ミ
ン
ゴ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
。

⑩�

修
道
士
シ
モ
ン
。
都
地
方
の
日
本
人
。
背
教
し
た
。

⑪�

修
道
士
リ
ノ
。
日
本
人
、
同
じ
く
都
地
方
出
身
。
前
期
の
者
と
と
も
に
逃
亡
。

⑫�

豊
後
出
身
の
修
道
士
セ
バ
ス
チ
ア
ン
。
救
い
が
た
さ
の
た
め
退
会
処
分
。

⑬�

同
じ
く
リ
ノ
と
い
う
名
の
日
本
人
。
無
益
の
た
め
退
会
処
分
。

⑭�

肥
前
の
シ
モ
ン
。
巡
察
使
神
父
に
よ
っ
て
一
五
九
一
年
に
退
会
処
分
。
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⑮�

日
本
人
ド
ミ
ン
ゴ
。
会
に
お
い
て
司
祭
に
な
れ
な
い
た
め
、
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
司
祭
に
よ
っ
て
退
会
処
分
。

⑯�

大
村
の
日
本
人
コ
ス
メ
。
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
司
祭
に
よ
っ
て
司
祭
に
な
れ
な
い
た
め
退
会
処
分
。

⑰�
平
戸
の
い
お
だ（
不
明
瞭
）リ
ノ
。ペ
ロ
・
ゴ
メ
ス
司
祭
に
よ
り
退
会
処
分
。無
益
で
あ
り
、会
に
お
い
て
司
祭
に
な
れ
な
い
た
め
。

⑱�
伊
東
ジ
ュ
ス
ト
。
会
に
お
い
て
司
祭
に
な
れ
な
い
た
め
。

⑲�

西
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
。
無
益
の
た
め
。
一
五
九
八
年
。

⑳�

レ
オ
ナ
ル
ド
。
無
益
の
た
め
。
一
五
九
八
年
。

㉑�

博
多
の
ヤ
ヌ
ス
。
会
に
お
い
て
司
祭
に
な
れ
な
い
た
め
、
一
五
九
八
年
。

㉒�

近
江
国
の
近
江
ジ
ョ
ア
ン
。
一
五
九
二
年
に
背
教
し
た
。

㉓�

豊
後
の
高
田
レ
オ
ン
。
会
に
お
い
て
司
祭
に
な
る
見
込
み
が
な
い
た
め
、
一
五
九
五
年
に
。

㉔�

豊
後
の
工
藤
パ
ウ
ロ
。
憂
鬱
の
病
の
た
め
一
五
九
五
年
に
退
会
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

㉕�

上
の
イ
グ
ナ
シ
オ
。
一
五
九
二
年
に
、
病
に
よ
り
退
会
を
命
ぜ
ら
れ
る
。

　

以
下
に
、
本
名
簿
に
の
み
現
れ
る
人
物
の
う
ち
、
特
に
日
本
人
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
る
。
な
お
、
生
年
に
つ
い
て
は
、
名
簿
に
記
載

さ
れ
た
年
齢
か
ら
逆
算
し
た
も
の
で
、
実
際
に
は
、
一
年
か
二
年
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

⑥
の
伊
予
メ
ル
キ
オ
ー
ル
（
メ
ル
シ
オ
ル
）
は
、
一
五
九
二
年
の
名
簿
で
天
草
の
コ
レ
ジ
オ
に
あ
っ
て
、
原
マ
ル
テ
ィ
ノ
ら
と
と
も
に
、�

「
す
で
に
ラ
テ
ン
語
学
習
を
終
え
て
、
現
在
日
本
の
文
学
と
書
記
を
学
習
中（

9
）
」
と
註
さ
れ
て
い
る
。
翌
一
五
九
三
年
で
は
「
数
年
ラ
テ

ン
語
の
第
一
級
の
学
習
を
行
い
、
現
在
は
日
本
の
文
学
を
学
習
し
て
い
る（

10
）
」
と
あ
る
。
一
五
七
一
年
生
ま
れ
で
、
十
一
歳
の
と
き
、
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一
五
八
二
年
に
入
会
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
シ
ュ
ッ
テ
は
、
こ
の
伊
予
メ
ル
キ
オ
ー
ル
を
、
一
六
一
五
年
に
マ
ラ
ッ
カ
で
司
祭
に
叙
階
さ

れ
た
伊
予
シ
ス
ト
（
長
崎
出
身
）
と
同
一
視
し
て
い
る
が（

11
）
、
右
の
記
録
か
ら
す
れ
ば
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
西
連
寺
育
子
は
、
海

老
沢
有
道
の
研
究
を
受
け
て
、
こ
の
伊
予
メ
ル
キ
オ
ー
ル
を
、
陰
陽
頭
賀
茂
在
昌
の
息
子
で
あ
る
と
し
た（

12
）
。

　

⑫
の
豊
後
出
身
の
修
道
士
セ
バ
ス
チ
ア
ン
は
、
一
五
八
八
年
の
名
簿
に
よ
れ
ば
、
一
五
六
八
年
生
ま
れ
、
一
五
八
三
年
に
十
五
歳
で
入

会
を
認
め
ら
れ
、
誓
願
修
士
と
し
て
働
い
て
い
た
。
一
五
八
八
年
時
点
で
教
理
学
習
中
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
が（

13
）
、
そ
の
他
の
事

跡
は
不
明
で
あ
る
。
同
様
に
し
て
退
会
処
分
と
な
っ
た
⑬
の
リ
ノ
に
つ
い
て
は
、
⑰
の
平
戸
出
身
の
リ
ノ
と
は
別
に
い
た
と
い
う
こ
と
は

分
か
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

⑮
の
ド
ミ
ン
ゴ
は
、
お
そ
ら
く
一
五
六
四
年
生
ま
れ
、
肥
前
出
身
で
、
一
五
八
六
年
に
、
二
十
二
歳
で
入
会
を
認
め
ら
れ
た
誓
願
修
士

の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
跡
は
不
明
で
あ
る
。

　

⑯
大
村
の
コ
ス
メ
は
、一
五
六
五
年
生
ま
れ
、一
五
八
四
年
に
十
九
歳
で
入
会
し
、一
五
八
八
年
時
点
で
文
法
聴
講
と
教
理
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
一
五
九
三
年
の
名
簿
で
は
、「
日
本
の
文
学
を
わ
ず
か
に
知
る
。
ま
た
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
で
説
教
を
行
う（

14
）
」
と
あ
る
が
、
そ

れ
ほ
ど
優
秀
で
は
な
か
っ
た
か
、
他
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑰
の
リ
ノ
は
お
そ
ら
く
一
五
八
八
年
の
名
簿
で
、
肥
前
出
身
で
、
一
五
六
四
年
生
ま
れ
、
一
五
八
六
年
に
入
会
し
た
人
物
と
同
一
で
あ

ろ
う
。
一
五
八
八
年
時
点
で
は
院
長
の
助
手
の
よ
う
な
勤
め
を
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

⑱
の
伊
東
ジ
ュ
ス
ト
は
、
天
正
遣
欧
使
節
の
正
使
・
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
三
歳
下
の
弟
で
、
一
五
七
二
年
頃
の
生
ま
れ
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
が
、
帰
国
し
た
兄
と
と
も
に
入
会
を
認
め
た
人
物
で
あ
る
。
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
ジ
ュ
ス
ト
兄
弟
の
系
図
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
宣
教
師

た
ち
の
報
告
書
類
が
錯
綜
し
て
お
り
、
よ
く
分
か
ら
な
い
点
も
あ
る
が
、
松
田
毅
一
ら
の
考
察
に
よ
っ
て（

15
）
、「
日
向
老
王
」
と
さ
れ
る



十
六
世
紀
末
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
修
道
士
の
退
会
事
例
に
つ
い
て

　
―
二
つ
の
イ
エ
ズ
ス
会
退
会
者
名
簿
を
も
と
に
―

［
　
］

七
五
7

伊
東
義
祐
の
娘
の
子
で
、
父
親
は
、
一
門
の
伊
東
修
理
亮
祐
青
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祐
青
の
子
に
は
、
マ

ン
シ
ョ
と
ジ
ュ
ス
ト
を
含
め
、
少
な
く
と
も
四
人
の
子
息
と
一
人
の
娘
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
名
は
、
虎
松
、

女
、
虎
千
代
麿
、
虎
次
良
麿
、
虎
亀
麿
で
あ
る
こ
と
が
、
天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
に
奉
納
さ
れ
た
寺
院
銘
板
か
ら
判
明
し
て
い
る（

16
）
。

天
正
五
（
一
五
七
七
）
年
に
、
島
津
の
猛
攻
に
耐
え
か
ね
た
伊
東
一
族
は
豊
後
に
亡
命
し
、
父
親
の
修
理
亮
祐
青
は
死
亡
し
た
。
兄
弟
は

亡
命
先
で
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
入
信
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
右
の
四
人
兄
弟
の
う
ち
に
、
マ
ン
シ
ョ
及
び
ジ
ュ
ス
ト
が
含
ま
れ
る
と

見
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
松
田
毅
一
は
、
次
男
虎
千
代
麿
を
マ
ン
シ
ョ
に
、
末
弟
虎
亀
麿
を
ジ
ュ
ス
ト
に
推
定
し
て
い
る
が
、
確
証

は
な
い
。
な
お
、
伊
東
氏
系
図
に
よ
り
、
後
に
伊
東
祐
兵
の
長
女
（
北
城
殿（

17
）
）
を
娶
る
、
伊
東
家
重
臣
の
勝
左
衛
門
尉
祐
平
が
兄
弟

の
う
ち
に
含
ま
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
こ
の
退
会
者
ジ
ュ
ス
ト
が
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

⑲
西
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、
一
五
七
〇
年
生
ま
れ
で
、
一
五
八
八
年
時
点
で
は
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
学
生
で
あ
り
、
一
五
九
〇
年
に
入
会

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
五
九
二
年
で
は
、
天
草
コ
レ
ジ
オ
で
ラ
テ
ン
語
二
級
を
学
習
し
て
お
り
、
翌
年
も
継
続
し
て
学
習
し
て
い
る
。

一
五
九
三
年
時
点
で
「
日
本
文
学
に
つ
い
て
も
ま
だ
充
分
な
知
識
が
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り（

18
）
、
能
力
が
低
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

⑳
の
レ
オ
ナ
ル
ド
は
、
日
本
人
で
あ
ろ
う
が
、
事
跡
不
詳
で
あ
る
。

　

㉑
博
多
の
ヤ
ヌ
ス
は
、
一
五
六
六
年
生
ま
れ
。
一
五
八
六
年
、
二
十
歳
で
入
会
を
認
め
ら
れ
、
一
五
八
八
年
の
名
簿
で
は
修
練
院
で
教

理
学
習
を
続
け
て
い
る
。
一
五
九
二
年
に
大
矢
野
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
在
籍
し
、「
日
本
語
以
外
知
ら
な
い
」
と
さ
れ
る
修
道
士
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

㉓
高
田
レ
オ
ン
は
、
一
五
六
一
年
生
ま
れ
、
一
五
八
〇
年
に
十
九
歳
で
入
会
し
、
説
教
と
教
義
学
習
を
担
当
す
る
誓
願
修
士
と
し
て
働

き
、
日
本
語
書
物
作
製
、
書
写
を
行
っ
て
い
た
人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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㉔
工
藤
パ
ウ
ロ
は
、
一
五
五
七
年
生
ま
れ
。
一
五
八
二
年
に
、
二
十
八
歳
と
い
う
比
較
的
遅
い
年
齢
で
入
会
を
認
め
ら
れ
、
一
五
八
九

年
に
千
々
石
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
在
籍
し
、一
五
九
二
年
の
名
簿
で
は
加
津
佐
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
移
り
、「
日
本
語
し
か
知
ら
な
い
」
と
あ
る
。�

パ
ジ
ェ
ス
の
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
の
自
注
に
よ
れ
ば
、
後
に
名
を
改
め
、
五
島
や
天
草
の
教
会
看
坊
（
小
者
）
を
務
め
た
後
、
一
六�

一
四
年
に
長
崎
口
之
津
に
お
い
て
五
十
二
歳
で
殉
教
し
た
工
藤
ソ
テ
ル
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ（

19
）
、
片
岡
弥
吉
ら
も
そ
の
見
方
を
引
き

継
い
で
い
る（

20
）
。
だ
が
、
一
五
八
八
年
の
名
簿
か
ら
す
る
と
、
一
六
一
四
年
時
点
で
工
藤
パ
ウ
ロ
は
五
十
七
歳
に
な
る
は
ず
で
あ
り
、

殉
教
し
た
工
藤
ソ
テ
ル
と
は
年
齢
が
合
わ
な
い
。
ソ
テ
ル
は
、
こ
の
工
藤
パ
ウ
ロ
の
弟
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
に
せ
よ
、
別
人
で
は
な
い
か
。

天
正
遣
欧
使
節
に
同
行
し
、
一
六
一
四
年
に
マ
ニ
ラ
に
移
っ
た
ペ
ド
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
の
『
日
本
殉
教
録
』
か
ら
も
、
工
藤
ソ
テ
ル
が
工
藤

パ
ウ
ロ
と
同
一
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
な
く（

21
）
、
パ
ジ
ェ
ス
が
何
に
依
っ
て
同
一
人
物
だ
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、㉕
の
上
の
イ
グ
ナ
シ
オ
は
、「
病
に
よ
り
」
退
会
し
て
い
る
が
、次
章
の
訳
出
史
料
に
よ
り
、癩
（
レ
プ
ラ
ス
）
を
患
っ
た
ペ
ロ
・

カ
ラ
ス
コ
の
よ
う
な
病
気
と
は
別
の
問
題
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
の
日
本
人
修
道
士
に
つ
い
て
は
、
次
の
訳
出
史
料
と
併
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

二　
「
九
〇
、九
一
、九
二
年
度
に
日
本
小
区
修
道
会
よ
り
退
会
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
」（M

ONUM
ENTA HISTORICA, JAPONIAE 1

）

　

以
下
、
Ｊ
・
シ
ュ
ッ
テ
編
纂
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
名
簿
か
ら
訳
出
を
行
う
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
に
は
一
五
九
〇
年
か
ら
一
五
九
二
年
に
日
本
の
管
区
か
ら
退
会
を
命
ぜ
ら
れ
た
修
道
士
十
名
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、

日
本
人
は
う
ち
七
名
で
あ
る
。
一
の
名
簿
と
重
複
す
る
氏
名
も
あ
る
が
、
本
名
簿
の
記
載
内
容
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。
本
史
料
も
、
過
去
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に
邦
訳
さ
れ
た
例
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
初
め
て
邦
訳
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

九
〇
、
九
一
、
九
二
年
度
に
日
本
小
区
修
道
会
よ
り
退
会
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
、
死
亡
し
た
者
、
ま
た
受
け
入
れ
た
者（

22
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
１
．
退
会
］

①�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
ア
マ
ド
ー
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
。
イ
ン
ド
人（

23
）
。
ゴ
ア
生
ま
れ
、
三
十
二
才
、
会
に
あ
る
こ
と
一
四
年
。
一
五
七
五

年
に
ゴ
ア
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
七
六
年
に
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
初
学
者
の
ま
ま
留
ま
り
、
同
年
代
の
者
と
比
べ
て

も
学
習
す
る
に
は
幼
す
ぎ
た
。
語
学
は
よ
く
学
ん
で
お
り
、
豊
後
に
お
い
て
人
文
学
、
哲
学
を
学
習
し
、
一
年
半
の
間
、
教
理

学
習
を
積
ん
だ
が
、
注
意
散
漫
に
な
り
、
精
神
的
に
も
劣
り
、
知
能
も
不
足
し
た
た
め
、
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
に
よ
り
、

一
五
八
九
年
三
月
に
、
支
那
の
副
管
区
へ
送
ら
れ
、
同
年
中
に
会
か
ら
放
た
れ
た
。

②�

修イ
ル
マ
ン

道
士
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
。
イ
ン
ド
人
、
コ
チ
ン
生
ま
れ
。
三
十
二
歳
、
会
に
あ
る
こ
と
十
年
。
日
本
に
お
い
て
は

一
五
八
〇
年
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
豊
後
の
コ
レ
ジ
オ
で
ラ
テ
ン
語
を
学
習
し
、
語
学
を
学
ん
だ
。
し
か
し
、
た
い
へ
ん
怠
惰
で

あ
り
、
幾
ら
か
、
召
命
が
救
済
に
適
さ
な
い
と
す
る
誘
惑
を
受
け
、
同
じ
く
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
に
よ
り
、
前
者
と
同

様
、
他
の
者
と
と
も
に
支
那
へ
送
ら
れ
、
一
五
九
〇
年
に
退
会
さ
せ
た
。

③�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
シ
モ
ン
。
日
本
人
。
大
村
出
身
。
二
十
八
歳
。
会
に
あ
る
こ
と
八
年
。
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
の
も
と
で
日
本

で
一
五
八
二
年
に
入
会
許
可
。
そ
し
て
九
〇
年
ま
で
ラ
テ
ン
語
を
学
習
す
る
。
し
か
し
怠
惰
な
男
で
あ
り
、
精
神
性
に
欠
け
、

召
命
に
誘
惑
を
受
け
、
会
は
同
年
、
彼
を
解
雇
し
た
。

④�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
平
戸
の
ア
ン
ト
ニ
オ
。
日
本
人
。
二
十
二
歳
。
会
に
あ
る
こ
と
二
年
半
。
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
の
も
と
、
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一
五
八
九
年
最
初
の
日
に
入
会
許
可
。
修
練
院
に
お
け
る
二
年
の
課
程
を
終
え
た
後
、
志
木
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
の
神
父
の
も
と
に

派
遣
さ
れ
る
。
六
ヶ
月
後
の
あ
る
日
、
与
え
ら
れ
た
機
会
や
許
し
を
得
る
こ
と
な
く
外
出
す
る
と
い
う
、
規
則
を
破
る
小
騒
動

を
起
こ
し
た
。
名
説
教
家
で
、
外
部
で
（
人
を
）
募
っ
て
教
会
へ
と
招
い
た
こ
と
に
よ
り
、
教
会
へ
連
れ
戻
し
た
が
、
修
練
院

で
再
開
可
能
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
び
修
練
院
か
ら
逃
れ
た
。
こ
の
脱
走
に
よ
り
彼
を
救
済
す
る
術
は
失
わ
れ
た
。

⑤�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
三サ

ン

箇ガ

ア
ン
ト
ニ
オ
。
日
本
人
。
河
内
国
三
箇
出
身
、
二
十
二
歳
。
会
に
い
る
こ
と
三
年
。
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神

父
の
も
と
、
一
五
八
八
年
に
入
会
許
可
。
未
熟
さ
と
い
く
ら
か
の
頭
の
病
気
の
た
め
、
修
練
院
に
入
っ
た
が
助
か
り
の
信ヒ

デ
ス仰

が

得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
九
一
年
に
こ
れ
を
止
め
、
進
歩
が
見
ら
れ
な
い
た
め
に
退
会
さ
せ
た
。

⑥�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
上か

み

の
イ
グ
ナ
シ
オ
。
都
出
身
。
三
十
歳
、
会
に
あ
る
こ
と
十
年
。
一
五
八
一
年
に
入
会
許
可
。
レ
ジ
デ
ン
シ
ア
に
奉

仕
し
て
い
た
が
、
憂
鬱
に
な
り
、
誘
惑
に
も
か
ら
れ
、
幾
ら
か
の
堕
落
か
ら
の
復
帰
も
な
く
、
会
が
九
一
年
に
解
雇
し
た
。

⑦�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
近
江
ジ
ョ
ア
ン
。
二
十
七
歳
。
日
本
人
。
近
江
国
出
身
。
会
に
あ
る
こ
と
六
年
。
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
の
も

と
一
五
八
六
年
に
入
会
。
長
年
に
渡
っ
て
不
遜
で
あ
り
、
自
己
抑
制
が
悪
く
、
外
へ
出
る
許
可
（
退
会
許
可
か
）
を
求
め
た
が
、

希
望
ど
お
り
に
な
ら
ず
、
九
二
年
に
会
員
の
投
票
に
よ
ら
ず
退
会
さ
せ
ら
れ
た
。

⑧�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
き
た
パ
ウ
ロ
。
出
生
地
は
千
々
石
。
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
出
身
。
二
十
一
歳
。
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
の
も
と

一
五
八
九
年
に
入
会
。
頑
固
で
あ
り
、
自
己
抑
制
も
不
足
し
て
い
た
た
め
、
日
本
の
修
練
院
で
鍛
え
直
そ
う
と
し
た
が
、
精
霊

へ
ま
っ
た
く
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ず
、
助
か
り
の
信
義
に
至
る
前
に
修
練
院
の
課
程
を
終
了
さ
せ
た
。

⑨�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
志
岐
メ
ル
キ
オ
ー
ル
。
日
本
人
、
二
十
三
歳
。
同
時
期
に
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
か
ら
入
会
。
修
練
院
へ
入
る

が
、
軽
率
な
男
で
、
自
己
抑
制
が
悪
く
、
頭
脳
も
低
い
。
一
五
八
一
年
（
九
一
年
の
誤
り
か
）
末
に
離
別
を
告
げ
、
投
票
を
待
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つ
ま
で
も
な
く
修
練
院
で
の
生
活
を
切
り
上
げ
さ
せ
た
。

⑩�

修イ
ル
マ
ン

道
士
・
ペ
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
コ
ン
デ
村（

24
）
生
ま
れ
。
三
十
四
歳
、
会
に
あ
る
こ
と
十
七
年
。
ゴ
ア
に
お

い
て
一
五
七
五
年
ご
ろ
に
受
け
入
れ
ら
れ
、八
六
年
に
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
。
若
年
で
修
練
院
に
あ
る
間
、ア
マ
ド
ー
ル
・
デ
・

ゴ
イ
ス
や
他
の
学
生
と
と
も
に
語
学
を
学
び
、
府
内
コ
レ
ジ
オ
で
ラ
テ
ン
語
、
哲
学
を
学
び
、
教
理
学
習
を
一
年
半
行
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
注
意
散
漫
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
精
神
的
な
節
制
に
も
乏
し
く
、
危
険
な
会
話
を
行
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
ア
マ
ド
ー
ル
・
デ
・
ゴ
イ
ス
と
と
も
に
、
ガ
ス
パ
ル
・
コ
エ
リ
ョ
神
父
に
よ
っ
て
支
那
へ
送
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
援

助
を
行
う
上
長
に
よ
り
再
証
明
及
び
教
育
を
施
し
て
日
本
へ
戻
し
た
が
、
以
前
よ
り
も
散
漫
と
し
て
い
た
た
め
、
一
五
九
二
年

一
二
月
に
退
会
さ
せ
た
。

　

日
本
人
は
③
か
ら
⑨
の
七
名
で
あ
り
、少
な
く
と
も
③
シ
モ
ン
、⑥
上か

み

の
イ
グ
ナ
シ
オ
、⑦
近
江
ジ
ョ
ア
ン
が
、一
の
名
簿
と
重
複
す
る
。

　

ま
た
、
②
ル
イ
ス
・
デ
・
ア
ブ
レ
ウ
、
③
シ
モ
ン
、
⑥
上
の
イ
グ
ナ
シ
オ
、
⑧
き
た
パ
ウ
ロ
、
⑨
志
木
メ
ル
キ
オ
ー
ル
、
そ
し
て
⑩

ペ
ロ
・
コ
エ
リ
ョ
に
つ
い
て
、「
誘
惑
」
や
「
自
己
抑
制
」、「
精
神
的
な
節
制
」
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
誘
惑
」
はtentação

の
活

用
形
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
用
語
「
て
ん
た
さ
ん
」
に
対
応
す
る
。「
自
己
抑
制
」
は
、m

ortificado

で
あ�

り
、
同
じ
く
「
も
る
ち
ひ
か
さ
ん
」
で
克
己
、
苦
業
、
節
制
あ
る
い
は
禁
欲
と
も
訳
せ
る
。
当
時
の
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
で
は
規
律
が
弛
緩

し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
る
が（

25
）
、
そ
の
こ
と
は
名
簿
上
か
ら
も
窺
え
る
。

　

章
を
改
め
て
、
個
別
事
例
を
検
討
し
た
い
。
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三　

退
会
者
に
つ
い
て

　

訳
出
し
た
二
つ
の
名
簿
に
あ
る
、
退
会
さ
せ
ら
れ
た
日
本
人
修
道
士
に
つ
い
て
は
、
一
五
九
〇
年
に
天
正
遣
欧
使
節
を
伴
っ
て
帰
国
し

た
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
報
告
書
に
記
載
が
あ
る
。
当
時
、
す
で
に
七
十
人
近
く
の
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
が
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
入
会
を
認
め

ら
れ
、
修
道
士
と
し
て
布
教
活
動
に
従
事
し
て
い
た
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
次
の
よ
う
に
、
受
入
れ
を
否
定
的
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

�

私
に
は
そ
の
受
入
れ
が
自
由
に
過
ぎ
、
必
要
以
上
に
早
急
で
あ
り
、
経
験
の
な
い
新
し
い
人
々
で
イ
エ
ズ
ス
会
の
人
員
が
増
加
す
る

こ
と
は
有
害
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
私
が
当
地
に
来
て
か
ら
こ
の
二
年
間
に
は
、
ロ
ー
マ
へ
赴
い
た
四
人
の
侍
と
ド
ン
・
マ
ン

シ
オ
の
弟
、
計
五
名
だ
け
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
迎
え
、
他
の
五
名
は
素
質
が
な
い
の
で
（
会
か
ら
）
去
ら
せ
た（

26
）

　

日
本
人
に
対
し
「
適
応
主
義
」
を
採
っ
た
と
さ
れ
る
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
だ
が（

27
）
、
再
来
日
し
た
際
は
や
や
懐
疑
的
に
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
五
名
を
退
会
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
人
修
道
士
の
退
会
に
つ
い
て
は
、
一
五
九
八
年
に
記
さ
れ
た
、
通
事
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
書
翰
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
書

翰
は
、
す
で
に
土
井
忠
夫
に
よ
る
邦
訳
が
あ
る
が
、
改
め
て
該
当
部
分
を
訳
出
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

�（
日
本
人
聖
職
者
の
）
何
人
か
は
信
仰
を
棄
て
た
。
例
へ
ば
、
リ
ノ
、
シ
モ
ン
、
近
江
ジ
ョ
ア
ン
、
ア
ン
ト
ニ
オ
が
い
て
、
彼
ら
は

単
に
信
仰
を
棄
て
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
で
は
信
用
を
与
え
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虚
偽
を
言
い
広
め
た
。
ま
た
、
何
人
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か
は
不
信
仰
者
の
土
地
で
結
婚
し
、
子
を
設
け
た（

28
）
。

　

リ
ノ
、
シ
モ
ン
、
近
江
ジ
ョ
ア
ン
、
ア
ン
ト
ニ
オ
と
い
っ
た
日
本
人
修
道
士
が
、
信
仰
を
棄
て
る
ど
こ
ろ
か
、
積
極
的
な
背
教
行
為
を

働
い
て
い
た
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
前
章
ま
で
に
邦
訳
し
た
内
容
と
対
応
す
る
。

　

退
会
年
を
も
と
に
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
去
ら
せ
た
五
名
の
特
定
を
試
み
る
と
、
二
‐
③
大
村
出
身
の
修
道
士
シ
モ
ン
、
二
‐
⑤
三サ

ン

箇ガ

ア
ン
ト
ニ
オ
、
二
‐
⑥
上
の
イ
グ
ナ
シ
オ
、
二
‐
⑧
き
た
パ
ウ
ロ
、
二
‐
⑨
志
木
メ
ル
キ
オ
ー
ル
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
‐
⑭
の
肥
前
の
シ
モ
ン
と
、
二
‐
③
の
大
村
出
身
の
修
道
士
シ
モ
ン
は
明
ら
か
に
同
一
で
あ
っ
て
、
一
に
「
巡
察
使
神
父
に
よ
っ
て

退
会
」
と
あ
り
、ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
っ
て
退
会
さ
せ
ら
れ
た
日
本
人
修
道
士
だ
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
ま
た
、二
の
名
簿
に
「
誘

惑
を
受
け
」
と
い
う
記
述
を
、
異
教
徒
（
日
本
人
）
と
の
結
婚
だ
と
見
れ
ば
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
報
告
書
に
も
あ
る
シ
モ
ン
の
こ
と
だ
と
見
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
肥
前
シ
モ
ン
は
、
退
会
後
に
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
す
る
側
に
回
り
、
非
キ
リ
シ
タ
ン
日
本
人
社
会
に
戻
っ
て
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
一
五
八
八
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
名
簿
に
よ
れ
ば
、
一
五
六
五
年
生
ま
れ
で
、
十
七
歳
で
入
会
を
認
め
ら
れ
、
当
時
は
ラ
テ

ン
語
を
聴
講
し
、
教
義
学
習
を
担
当
す
る
誓
願
修
士
と
し
て
働
い
て
い
た
。

　

一
‐
㉕
及
び
二
‐
⑥
の
上か

み

の
イ
グ
ナ
シ
オ
は
、
一
五
九
一
年
に
退
会
処
分
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
る
処
分
と

見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
一
の
名
簿
上
で
は
単
に
「
病
に
よ
り
」
と
あ
る
が
、
二
に
よ
り
、
誘
惑
や
堕
落
が
よ
り
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
五
六
一
年
生
ま
れ
、
二
十
歳
で
入
会
を
認
め
ら
れ
、
以
後
は
説
教
と
教
義
学
習
を
担
当
す
る
誓
願
修
士
と
し

て
働
い
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

一
の
名
簿
に
記
載
は
な
い
が
、
二
‐
⑨
の
志
岐
メ
ル
キ
オ
ー
ル
も
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
る
退
会
処
分
を
受
け
た
人
物
で
あ
ろ
う
。



十
六
世
紀
末
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
修
道
士
の
退
会
事
例
に
つ
い
て

　
―
二
つ
の
イ
エ
ズ
ス
会
退
会
者
名
簿
を
も
と
に
―

八
二
［

　
］
14

退
会
年
が
一
五
八
一
年
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
ッ
テ
が
註
し
て
い
る
よ
う
に
、
名
簿
の
題
名
か
ら
す
れ
ば
一
五
九
一
年
の
誤
記

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
二
の
「
投
票
を
待
つ
ま
で
も
な
く
修
練
院
で
の
生
活
を
切
り
上
げ
さ
せ
た
」
と
い
う
記
述
は
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が

独
自
の
権
限
で
退
会
さ
せ
た
と
解
釈
で
き
、
一
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
理
由
が
納
得
で
き
る
。
一
五
八
八
年
の
名
簿
に
よ
れ
ば
、

一
五
七
〇
年
生
ま
れ
で
、
一
五
八
三
年
に
十
三
歳
で
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入
学
。
ラ
テ
ン
語
一
級
、
音
楽
、
日
本
語
と
も
「
良
」
と
さ
れ

る
。
平
均
的
な
成
績
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

二
‐
⑤
の
三サ

ン

箇ガ

ア
ン
ト
ニ
オ
は
、
単
純
に
能
力
的
な
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
の
い
わ
ゆ
る
「
元
和�

の
大
殉
教
」
で
、
妻
マ
グ
ダ
レ
ナ
と
と
も
に
殉
教
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

29
）
。
と
す
れ
ば
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
言
う
「
信
仰
を

棄
て
た
」
ア
ン
ト
ニ
オ
は
、
二
‐
④
の
脱
走
し
た
平
戸
の
ア
ン
ト
ニ
オ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
二
‐
⑤
の
三サ

ン

箇ガ

ア
ン
ト
ニ
オ
は
一
五
七
〇
年

生
ま
れ
で
、
十
一
歳
で
都
地
区
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入
学
。
一
五
八
八
年
時
点
で
、
ラ
テ
ン
語
は
二
級
、
日
本
語
は
「
良
の
上
」
と
さ
れ
る

人
物
で
あ
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
『
会
憲
』
に
は
、「
婚
姻
の
絆
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し
た
者
は
、
退
会
さ
せ
る
」
と
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
る
が（

30
）
、
退
会
理
由
か
ら
は
女
性
問
題
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
た
め
、
結
婚
し
た
の
は
退
会
後
で
あ
ろ
う
。

　

二
‐
③
き
た
パ
ウ
ロ
に
つ
い
て
は
、
二
の
記
載
事
項
の
ほ
か
、
退
会
理
由
等
は
不
明
だ
が
、
自
己
抑
制
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
一
五
八
八
年
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
学
生
名
簿
に
よ
れ
ば
、
一
五
七
〇
年
生
ま
れ
で
、
一
五
八
〇
年
、
十
歳
で
セ
ミ
ナ
リ
オ
に
入

学
し
、
以
降
ラ
テ
ン
語
一
級
、
音
楽
の
成
績
は
「
優
」、
日
本
語
は
「
良
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
成
績
か
ら
見
る
と
、
比
較
的
優
秀
な

キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
頑
固
（cabeçudo

）」
と
評
価
さ
れ
て
退
会
処
分
と
な
っ
た
。

　

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
書
翰
に
も
現
れ
る
、
一
‐
㉒
及
び
二
‐
⑦
の
近
江
ジ
ョ
ア
ン
は
、
一
の
名
簿
で
「
背
教
（apostata

）」
と
い
う
強
い

言
葉
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
退
会
さ
せ
た
五
名
と
は
別
で
あ
ろ
う
。
近
江
ジ
ョ
ア
ン
は
、
一
五
六
三
年
生
ま
れ
、
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二
十
三
歳
の
時
、
不
干
ハ
ビ
ア
ン
ら
と
と
も
に
入
会
を
認
め
ら
れ
た
誓
願
修
道
士
で
あ
る
。
ハ
ビ
ア
ン
と
は
年
齢
も
近
く
、
相
当
程
度
ま

で
親
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

31
）
。
ま
た
、
天
正
一
八
（
一
五
九
〇
）
年
の
第
二
回
イ
エ
ズ
ス
会
協
議
会
に
、
ハ
ビ
ア
ン
と
と
も
に
参

加
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、
優
秀
な
修
道
士
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
た
め
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
「
素
質
が
な
い
」
と
し
て
退
会
さ
せ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
書
翰
に
あ
る
背
教
的
行
為
に
よ
り
、
一
‐
㉒
の
名
簿
で
「
背
教
し
た
」
と
記
さ
れ
る
の
も
当

然
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
近
江
ジ
ョ
ア
ン
は
、
少
な
く
と
も
ハ
ビ
ア
ン
と
並
ぶ
ほ
ど
優
秀
な
修
道
士
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
人
物

が
自
ら
の
意
志
で
退
会
を
求
め
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
彼
の
退
会
か
ら
十
六
年
後

に
生
じ
た
不
干
ハ
ビ
ア
ン
へ
の
影
響
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

二
‐
④
で
脱
走
し
た
平
戸
ア
ン
ト
ニ
オ
は
、
一
五
六
八
年
生
ま
れ
で
、
入
会
時
は
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
二
の
記
載
内
容
か
ら
は
、
相
当

程
度
ま
で
優
秀
な
宣
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
、
そ
の
有
能
さ
ゆ
え
に
宣
教
師
と
反
発
し
た
か
し
て
、
一
度
脱
走
し
た
後
、
連
れ
戻
さ

れ
、
再
び
脱
走
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
脱
走
し
た
後
、
会
に
復
帰
し
て
い
る
の
は
、『
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲
』
に
も
規
定
さ
れ
た
正

当
な
対
応
で
あ
る
。
会
憲
の
第
二
部
第
四
章
「
自
ら
退
会
し
た
者
と
退
会
さ
せ
ら
れ
た
者
に
対
し
て
本
会
が
と
る
べ
き
態
度（

32
）
」
に
は

以
下
の
よ
う
に
規
程
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

許
可
を
受
け
ず
に
退
会
し
た
者
が
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
者
が
強
い
誘
惑
に
か
ら
れ
た
り
人
か
ら
欺
さ
れ
て
退
会
し
た
こ
と

が
明
ら
か
な
場
合
、
長
上
は
、
引
き
戻
す
措
置
を
取
る
。
法
廷
で
争
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

許
可
を
受
け
ず
に
退
会
し
た
者
と
い
う
の
は
、
自
ら
の
意
志
で
脱
走
し
た
者
だ
と
い
え
る
が
、
そ
う
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
有
能
な
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人
物
で
あ
れ
ば
引
き
戻
る
処
置
が
執
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
平
戸
ア
ン
ト
ニ
オ
が
あ
る
程
度
ま
で
す
ぐ
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。

　

最
後
に
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
書
翰
で
背
教
行
為
を
働
い
た
と
さ
れ
る
リ
ノ
に
つ
い
て
は
、
情
報
が
乏
し
い
た
め
断
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、

一
‐
⑪
に
あ
る
、
都
地
方
の
出
身
者
で
同
郷
の
シ
モ
ン
と
と
も
に
逃
亡
し
た
修
道
士
リ
ノ
の
蓋
然
性
が
高
い
。
一
五
五
九
年
生
ま
れ
で
、

二
十
一
歳
の
時
に
入
会
を
認
め
ら
れ
、
説
教
と
教
義
学
習
を
担
当
す
る
誓
願
修
士
と
し
て
働
い
て
い
た
。

　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
に
お
い
て
、
二
つ
の
退
会
者
名
簿
を
訳
出
し
、
退
会
し
た
日
本
人
聖
職
者
の
動
向
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
た
。

　

解
明
で
き
て
い
な
い
部
分
も
多
い
が
、
日
本
人
退
会
者
に
関
す
る
基
礎
的
情
報
を
示
し
、
幾
人
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
推
定
さ
れ
て
い

た
人
物
と
は
別
人
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、不
干
ハ
ビ
ア
ン
以
外
に
も
、注
目
す
べ
き
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
（
聖

職
者
）
の
退
会
者
が
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

　

訳
出
し
た
名
簿
の
中
で
は
、
例
え
ば
近
江
ジ
ョ
ア
ン
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。
不
干
ハ
ビ
ア
ン
と
同
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
、
ハ

ビ
ア
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
一
五
八
六
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
協
議
会
の
日
本
側
代
表
者
と
し
て
参
加
し
た
優
秀
な
修
道
士
で
あ
り
な
が
ら
、

自
ら
退
会
を
望
み
、「
背
教
」
と
記
さ
れ
る
行
動
を
取
っ
た
。
彼
の
退
会
動
機
は
も
ち
ろ
ん
、
彼
が
他
の
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
三
箇
ア
ン
ト
ニ
オ
の
よ
う
に
、
最
期
に
殉
教
す
る
よ
う
な
敬
虔
な
修
道
士

が
、
退
会
さ
せ
ら
れ
て
い
る
点
も
、
深
く
考
究
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
、
不
干
ハ
ビ
ア
ン
の
棄
教
事
例
と
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の
比
較
も
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

従
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
で
は
、
殉
教
者
や
特
定
の
人
物
を
除
け
ば
、
個
々
の
修
道
士
、
と
り
わ
け
背
教
し
て
い
っ
た
人
物
に
つ
い
て

研
究
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
人
物
に
つ
い
て
、
未
邦
訳
の
文
書
類
は
無
論

の
こ
と
、
こ
れ
ま
で
に
訳
出
さ
れ
た
多
く
の
史
料
の
中
で
も
、
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
記
述
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
し
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の

弟
、
ジ
ュ
ス
ト
の
よ
う
に
、
日
本
側
史
料
で
も
事
跡
を
確
認
で
き
る
人
物
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
の
異
文
化
受
容
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
上
で
も
、
今
後
と
も
、
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
の
退
会
の
問
題
は
、
さ
ら
に

研
究
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
研
究
に
よ
り
、
十
六
世
紀
末
の
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
に
お
け
る
日
本
人
聖
職
者
の
動
向
に
つ
い
て
、
新
た
な
視
点
が
呈
示
で
き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
１
）
不
干
ハ
ビ
ア
ン
に
つ
い
て
の
基
礎
史
料
と
し
て
は
、海
老
沢
有
道
他
校
注
「
妙
貞
問
答
・
排
耶
蘇
・
破
提
宇
子
」（『
日
本
思
想
体
系
二
五
』〈
岩
波
書
店
、

一
九
七
〇
年
〉）、
井
手
勝
美
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究
序
説
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）、
チ
ー
ス
リ
ク
「
フ
ァ
ビ
ア
ン
不
干
伝
ノ
ー
ト
」（『
キ

リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
会
報
』
一
五
‐
三
〈
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
一
九
七
二
年
〉）
及
び
末
木
文
美
士
編
『
妙
貞
問
答
を
読
む　

ハ
ビ
ア
ン
の

仏
教
批
判
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
四
年
）
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
ハ
ビ
ア
ン
の
生
涯
を
通
じ
た
分
析
を
し
た
主
な
研
究
書
と
し
て
は
、

坂
元
正
義
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
と
俗
』（
名
著
刊
行
会
、一
九
八
一
年
）、釈
徹
宗
『
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
―
神
も
仏
も
棄
て
た
宗
教
者
』（
新
潮
選
書
、

二
〇
〇
九
年
）、
梶
田
叡
一
『
不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
の
思
想
』（
創
元
社
、
二
〇
一
四
年
）
等
が
あ
り
、
そ
の
他
、
仏
教
等
の
個
別
の
思
想
に
つ
い
て
も
多

く
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
天
草
版
平
家
物
語
』
を
も
と
に
し
た
研
究
も
多
く
、福
島
邦
道
『
天
草
版
平
家
物
語
叢
録
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
三
年
）
等
、
日
本
文
学
や
日
本
語
史
研
究
に
お
い
て
も
多
く
の
成
果
が
あ
る
。

（
２
）
井
手
勝
美
『
キ
リ
シ
タ
ン
思
想
史
研
究
序
説
』。
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（
３
）
川
崎
桃
太
「
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館"Jesuitas�na�A

sia"

集
書
の
研
究
（
そ
の
一
～
七
）」（『Cosm

ica

』
五
～
一
一
〈
京
都
外
国
語
大
学
、
一
九
七
六
～

一
九
八
二
年
〉）。

（
４
）
土
井
忠
生
「
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
通
事
の
日
本
書
翰
」（『
日
葡
交
通�

第
二
輯
』〈
東
洋
堂
、
一
九
四
三
年
〉）
一
六
八
頁
。

（
５
）
各
見
出
し
に
つ
い
て
は
詳
細
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。Francisco�G.�Cunha�Leão,�coordenação�"Jesuítas�na�Á

sia�:�catálogo�e�guia,"�
Instituto�Cultural�de�M

acau,�Instituto�Português�do�Patrim
ónio�A

rquitectónico,�Biblioteca�da�A
juda,�1998

（
６
）
岡
本
良
知
『Jesuítas�na�Á

sia

』（
郁
文
堂
、
一
九
三
一
年
）。
な
お
、
文
字
の
視
認
性
で
い
え
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は

文
字
が
つ
ぶ
れ
て
お
り
、
写
真
版
の
方
が
鮮
明
で
あ
る
。

（
７
）
川
崎
の
目
録
で
は
「
日
本
に
て
会
を
脱
退
し
た
者
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。（「
ア
ジ
ュ
ダ
図
書
館�"Jesuitas�na�A

sia"�

集
書
の
研
究
（
そ
の
二
）」

（『Cosm
ica

』
六
〈
京
都
外
国
語
大
学
、
一
九
七
七
年
〉）。

（
８
）
元
エ
チ
オ
ピ
ア
司
教
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
で
、
一
五
八
一
年
に
マ
カ
オ
管
区
長
を
退
任
し
、
以
後
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
家
に
隠
退
し
、
八
三
年
に
死
去

し
た
。
死
去
に
よ
る
退
会
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
９
）JO

SEF�FRA
N

Z�SCH
O

T
T

E�"M
O

N
U

M
EN

T
A

�H
IST

O
RICA

,�JA
PO

N
IA

E�1,"A
pud�M

onum
enta�historica�Soc.�Jesu,�1975.�P.290

（
10
）Ibid�P.320

（
11
）Ibid.�P.1197-1198

（
12
）
西
連
寺
育
子
「
陰
陽
頭
賀
茂
在
昌
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」（『
キ
リ
シ
タ
ン
史
の
新
発
見
』〈
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
六
年
〉）。

（
13
）JO

SEF�FRA
N

Z�SCH
O

T
T

E�"M
O

N
U

M
EN

T
A

�H
IST

O
RICA

,�JA
PO

N
IA

E�1,"P.261

（
14
）Ibid.�P.323

（
15
）
松
田
毅
一
「
天
正
遣
欧
使
節
の
真
相
：
特
に
伊
東
満
所
に
就
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
七
四
―
一
〇
〈
一
九
六
五
年
〉）。

（
16
）
浜
田
青
陵
「
日
向
の
二
日
旅
―
伊
東
満
所
が
母
の
事
ど
も
」（『
史
林
』
二
一
―
二
〈
一
九
三
五
年
〉）。

（
17
）
国
書
刊
行
会
編
「
日
向
記
」（『
史
籍
雑
纂
』
一
〈
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
一
年
〉）
五
三
六
頁
。

（
18
）JO

SEF�FRA
N

Z�SCH
O

T
T

E�"M
O

N
U

M
EN

T
A

�H
IST

O
RICA

,�JA
PO

N
IA

E�1,"P.319

（
19
）
レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
、
吉
田
小
五
郎
訳
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
（
上
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）
三
八
一
～
三
八
二
頁
。

（
20
）
片
岡
弥
吉
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
七
九
年
）。

（
21
）
ペ
ド
ゥ
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
、
佐
久
間
正
訳
『
日
本
殉
教
録
』（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）。

（
22
）JO

SEF�FRA
N

Z�SCH
O

T
T

E�"M
O

N
U

M
EN

T
A

�H
IST

O
RICA

,�JA
PO

N
IA

E�1,"P.335-339
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（
23
）
他
年
度
の
名
簿
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
だ
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
生
ま
れ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
ろ
う
。

（
24
）
ヴ
ィ
ラ
・
ド
・
コ
ン
デ
。
ポ
ル
ト
か
ら
二
五
キ
ロ
ほ
ど
北
方
に
あ
る
漁
村
。

（
25
）
例
え
ば
、
高
瀬
弘
一
郎
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
六
〇
頁
。

（
26
）
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ　

松
田
毅
一
ほ
か
訳
『
日
本
巡
察
記
』
二
三
二
頁
。

（
27
）
例
え
ば
、髙
橋
勝
幸
「
Ａ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
適
応
主
義
の
現
代
的
意
義
」（『
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
・
多
元
性
』
一
四
〈「
ア
ジ
ア
・
キ
リ
ス
ト
・

多
元
性
」
研
究
会
、
二
〇
一
六
年
〉）。

（
28
）
一
五
九
八
年
二
月
二
八
日
付
の
総
長
宛
書
翰
。
土
井
忠
生
「
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
通
事
の
日
本
書
翰
」（『
日
葡
交
通
』
第
二
輯
〈
東
洋
堂
、

一
九
四
三
年
〉）
一
五
六
頁
。

（
29
）
片
岡
弥
吉
『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』（
時
事
通
信
社
、
一
九
七
九
年
）
二
六
九
頁
。

（
30
）
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
編
『
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲　

付
会
憲
補
足
規
定
』（
南
窓
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
〇
五
頁
。

（
31
）JO

SEF�FRA
N

Z�SCH
O

T
T

E�"M
O

N
U

M
EN

T
A

�H
IST

O
RICA

,�JA
PO

N
IA

E�1".�P.250

（
32
）
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
編
『
イ
エ
ズ
ス
会
会
憲　

付
会
憲
補
足
規
定
』（
南
窓
社
、
二
〇
一
一
年
）
一
〇
八
～
一
一
一
頁
。


